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ハザードマップの問題

一般に、“わかりにくい”

＝「災害予測地図」と「防災地図」の機能が
融合していない（納得感を持てない, 前者が弱い）

阪神・淡路大震災後の性急な整備

東日本大震災の「想定外」問題

 「ハザードマップを信じるな」

 「大きすぎる予測が防災意欲をそぐ」
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著者らの主張

 行政主導のハザードマップ
には問題が多い。

 地理学が50年以上前から
扱ってきた広義のハザード
マップとの融合が重要。

 「想定のあり方」と「リアリティ
（＝地理空間イメージ）」が重要

著者15名：
鈴木康弘（名古屋大）／石黒聡士（国立環境研）／宇根 寛（国土地理院）／岡本耕平（名
古屋大）／久保純子（早稲田大）／熊木洋太（専修大）／黒木貴一（福岡教育大）／杉戸信
彦（法政大）／鈴木毅彦（首都大学東京）／廣内大助（信州大）／前田洋介（新潟大）／松多
信尚（岡山大）／村山良之（山形大）／森田匡俊（岐阜聖徳学園大）／渡辺満久（東洋大）
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ハザードマップをめぐる状況

1995年阪神・淡路大震災の影響

 ハザード情報公開の開始

 背景には、情報公開の原則や、防災における「自助」の
重視。不作為の責任。

 行政が一挙に整備したが、効果が疑問視。

東日本大震災が投じた一石

 「ハザードマップを信じるな。自分で判断しなさい」（片田
敏孝、2012年）

 予測は「絶対」ではないのは当然。問題は運用！
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わかりにくさの原因

市民への配慮不足（行政の都合の優先）

計算偏重で境界線に無頓着
 ボーリングデータさえ数多くあれば詳細な評価が出来る？
 避難所の場所だけ覚えれば良いの？
 災害発生後に見ればいいの？
 周辺一帯が危ないなら逃げ場がないのでは？
 メッシュの輪郭に意味はあるか？

 「個別表現型」と「リスク合算型」の混在
わかりにくい「確率論型」
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「個別表現型」と
「リスク合算型」

南海トラフ大地震の震度予測
（内閣府,2012）

津波も同様
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確率論的ハザードマップ

今後30年以内に震度６弱以上に
見舞われる確率（地震本部）

高頻度の地震の理解
工学的判断

防災政策立案には効
果があるが・・
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問題解決へ向けて（１）：
広義のハザードマップの活用

 ハザードマップ（広義）：
 「自然災害の危険性に関連する種々の分布情報を、災
害軽減を図るために紙や電子画面等に標記したもの」

 Ａ：災害の発生に関わる土地の性質を示した地図
 Ｂ：災害の発生しやすさを判定して示した地図

 Ｃ：一定の想定に基づいて災害を予測した地図
 Ｄ：災害発生後に個人や企業・行政などが、避難・復旧

等の対策を円滑に行うために必要な情報を示した地図
（＝狭義のハザードマップ）

 ＣやＤは、社会的判断の影響を受けることに注意。
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東日本大震災と津波ハザードマップ

岩手県宮古市田老地区

参考
明治三陸津波
死亡率８割以上

昭和三陸津波
同３割以上
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福島県相馬市宮城県岩沼市（仙台空港付近） 鈴木ほか(2015） 10



岩手県釜石市鵜住居宮城県気仙沼市波路上 鈴木ほか(2015） 11



http://danso.env.nagoya-u.ac.jp
/disaster_geography/

津波遡上高分布図（松多ほか,2014, 
杉戸ほか2015） 12
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問題解決へ向けて（２）：
ハザードマップのリアリティの向上
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問題解決へ向けて（２）：
ハザードマップのリアリティの向上
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問題解決へ向けて（３）：
「リスク合算型」と「個別表現型」の峻別

合算型であることを意識して読む
「洪水・内水ハザードマップ（名古屋市中川区）」 16



問題解決へ向けて（４）：
予測の多様性・不確実性を考慮したハザードマップへ

 「計算過信」を避ける、災害実績との整合性

 「不確実さ」を扱うことはトランスサイエンス的課題。

 既に「混乱」は始まっているため。丁寧な検証が必要。

2004年版 20１4年版

中位段丘上が液状化する？名古屋市液状化マップ
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強震動予測の課題：堀之内地区の被害集中
－２０１４年長野県神城断層地震－

 震度７相当

 地盤の強度で
は説明困難？

 逆断層上盤！

推定断面図（鈴木,2015）

Fig.3
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堀之内地区の変動

地震前後の航空写真による変位計測（神谷ほか,2015）

隆起して西へ移動！

堀之内

堀之内

鈴木ほか,2015, 地球惑星連合大会 1



神城地震断層の強震動が提起した問題

 浅部の断層運動も強震動を生成する？

 堀之内の震度７相当は逆断層上盤の効果か？

 ハザードマップへの反映も視野に丁寧な検証が必要

国土地理院
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結論：ハザードマップを活かすために

今あるものをどのように役立てるか

 これから作るものはいかに改良すべきか

作る手続きにおいて気を付けるべきこと

学校教育などで教える際の留意点

マップづくりと利用システムのあり方の議論

地理教育の役割、専門家の責任

リスクコミュニケーションにおける有効性を
「想定のあり方」と「リアリティ」から点検する
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